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＊P２　　　医療費の適正化にご協力を

＊P４～５　海と山の子交流会“山”

＊P６～７　町の出来事
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医療費の適正化健康管理健康管理と医療費の適正化
健康に気を付けていてもお世話になる医療機関。しかし同じ内容での重複受診や同じ薬をそれぞれ

処方してもらう事は医療費の無駄につながります。保健制度は相互扶助により成り立つ制度です。
自らの負担の他にも費用は発生しています。受診や処方の重複を回避することにより、無駄な医療
費が軽減されますので医療機関の適正受診にご協力をお願いします。

かかりつけ医を持ちましょう

かかりつけ薬局も決めましょう　　～お薬手帳をきちんと管理しましょう！～

　かかりつけ医とは、病気になったときに、気軽に相談ができる身近な医師のことです。いつも同じ
医師が診察することで、信頼関係が高まり、意思の疎通が図りやすくなります。
　また、あなたの体質や病歴を把握しているので、精密検査や高度な治療が必要となる場合は、中核
病院や専門病院を紹介してくれるなど、適切な処置を受けることができます。
　特に小さいお子さんやお年寄りのいる家庭では、「かかりつけ医」を決めて、急に具合が悪くなった
ときに備えて、日頃からいざというときに相談できるようにしておくことが大切です。

　かかりつけ薬局は、あなたの服薬歴や副作用歴、またアレルギーの有無などを把握してくれます。
　また、複数の医療機関を受診している場合は、同じ成分の薬がないか、飲み合わせが悪くないかな
どを確認してくれるので安心して服用することができます。
　利便性から、かかりつけ薬局を決めることが難しい場合もあります。その様な場合は、「おくすり手
帳」を作り、服薬歴をきちんと管理しましょう。自らが管理することにより、それぞれの薬局での処
方歴を管理できる他、次回の受診時期を把握し、重複しての調剤を避けることが出来ます。

地
域
中
核
病
院
と
は
、
地
域
の
医

療
連
携
の
中
核
を
担
う
病
院
の
こ
と

で
す
。 

か
か
り
つ
け
医
で
行
う
こ
と
が
難

し
い
専
門
的
な
検
査
や
医
療
機
能
が

必
要
と
な
っ
た
場
合
は
、
中
核
病
院

や
、
さ
ら
に
高
度
医
療
を
行
う
大
学

病
院
等
を
受
診
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。い

す
み
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地

域
の
中
核
病
院
と
し
て
、
病
院
と
診

療
所
と
の
連
携
や
病
院
と
病
院
と
の

連
携
を
強
化
し
、
地
域
医
療
の
向
上

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
構
成
す
る
１
市
２
町
で
は
、

公
的
医
療
機
関
で
あ
り
、
地
域
の
中

核
を
担
う
い
す
み
医
療
セ
ン
タ
ー
に

対
し
、
そ
の
維
持
管
理
を
目
的
に
国

保
国
吉
病
院
組
合
（
い
す
み
医
療
セ

ン
タ
ー
）
事
業
会
計
分
担
金
を
支
払

っ
て
い
ま
す
。

地域の診療所を結ぶ
いすみ医療センター

名　称 所在地 電　話 診療科目

診
療
所

青葉クリニック 須賀４７５-１ ６８ー７７６６ 内・消・循・小

田口整形外科クリニック 新町２９３-１ ６８－３５３５ 整・リウ・リハ・内

千代田健康開発事業団附属診療所
（ラビドールクリニック） 御宿台１３２ ６８－８２２２ 内・整・眼

吉野外科医院 新町３０８ ６８－３１２１ 内・胃・外・整・皮・泌・肛・放

歯
科
診
療
所

岩瀬歯科医院 新町１０７-１ ６８－２１０４ 歯・小歯

御宿台歯科クリニック 御宿台２０１-２ ６８－８６１８ 歯・小歯・歯口

横山歯科医院 浜２０６ ６８－５６６８ 歯

吉野歯科医院 新町７４８ ６８－２７５６ 歯

薬　

局

岡村薬局 久保２０２８ ６８－２４５１

補生堂薬局 久保２２２１-4 ６８－２０９７

【町内医療機関一覧】
内 内科 泌 泌尿器科
消 消化器科 肛 こう門科
循 循環器科 放 放射線科
小 小児科 リウ リウマチ科
整 整形外科 リハ リハビリテーション科
眼 眼科
胃 胃腸科 歯 歯科
外 外科 小歯 小児歯科
皮 皮膚科 歯口 歯科口腔外科

※出展：	千葉県医療機関マップ
	 （2012.1.1現在）及び
	 夷隅郡市医療・福祉関係施設一覧
	 （2010.2.1現在）

※診察日や診療内容についてはそれぞれの医療機関にお問い合わせ下さい
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ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
防
災
Vol,08

◇
防
災
備
蓄
品
の
充
実

　

町
で
は
災
害
に
備
え
、
国
か
ら
の
交

付
金
を
利
用
し
、
新
た
に
防
災
備
蓄
品
、

資
機
材
を
次
の
と
お
り
購
入
し
、
備
蓄

し
ま
し
た
。
今
後
も
計
画
的
に
購
入
し

ま
す
。
ま
た
、
非
常
時
に
備
え
町
民
の

皆
さ
ん
も
災
害
時
持
ち
出
し
品
を
定
期

的
に
点
検
し
、
避
難
場
所
ま
で
の
行
き

方
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。 

【
新
規
備
蓄
資
機
材
一
覧
】

・
発
電
機
10
基

・
ハ
ロ
ゲ
ン
ラ
イ
ト
10
基

・
防
災
毛
布
２
０
０
枚

・
ア
ル
ミ
マ
ッ
ト
２
０
０
枚

・
ダ
ン
ボ
ー
ル
仕
切
り
１
０
０
区
画
分

・
簡
易
ト
イ
レ
仕
切
り
10
基

・
ト
イ
レ
消
耗
品
10
セ
ッ
ト

・
非
常
食
３
，
５
０
０
食

・
ス
コ
ッ
プ
・
フ
ォ
ー
ク
90
本　

な
ど

◇
津
波
警
報
が
変
わ
り
ま
す

　

平
成
25
年
３
月
か
ら
、
気
象
庁
か
ら

発
表
さ
れ
る
津
波
警
報
が
変
わ
り
ま
す
。

　

巨
大
地
震
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、

予
想
さ
れ
る
津
波
の
高
さ
を
数
値
で
は

な
く
、「
巨
大
」
や「
高
い
」
と
い
う
言

葉
で
発
表
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
「
巨
大
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
た
大

津
波
警
報
が
発
表
さ
れ
た
時
は
、
東
日

本
大
震
災
の
よ
う
な
巨
大
な
津
波
が
襲

う
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
直
ち
に
高
台

や
避
難
ビ
ル
な
ど
安
全
な
場
所
へ
避
難

し
て
く
だ
さ
い
。

　

夷
隅
広
域
消
防
本
部
で
は
次
の
と
お

り
春
の
火
災
予
防
運
動
消
防
フ
ェ
ア
を

開
催
し
ま
す
。

▼
日
　
時

　

３
月
３
日（
日
）

　

10
時
～
14
時（
雨
天
中
止
）

▼
会
　
場

　

お
お
た
き
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
プ
ラ
ザ

　

オ
リ
ブ

▼
内
　
容

〇
消
防
車
、
救
助
工
作
車
、
救
急
車
の

展
示（
※
写
真
撮
影
が
可
能
で
す
）

〇
防
火
服
の
着
装
体
験
・
消
火
器
の
使

用
体
験
・
煙
体
験
ハ
ウ
ス
に
よ
る
煙

体
験
・
住
宅
火
災
警
報
器
の
展
示

▼
問
い
合
わ
せ

　

夷
隅
広
域
消
防
本
部

℡
０
４
７
０
‐
８
０
‐
０
１
１
９

　

い
す
み
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、通
院

に
困
っ
て
い
る
方
や
お
見
舞
い
、看
護

等
の
ご
家
族
の
通
院
手
段
と
し
て
、御

宿
町
を
中
心
と
し
た
直
通
バ
ス
の
運
行

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

利
用
料
金
に
つ
い
て
は
無
料
で
す
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、運
行
経

路
上
に
あ
る
乗
降
指
定
場
所
に
お
い
て

乗
降
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
運
行
経
路

上
で
交
通
の
妨
げ
と
な
ら
な
い
場
所
で

あ
れ
ば
自
由
に
乗
降
車
で
き
ま
す
の
で
、

手
を
挙
げ
て
運
転
手
に
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

警報・注意報
予想される津波の高さ

高さの区分 発表する値 巨大地震の
場合の表現

大津波警報

10ｍ～ 10ｍ超

巨大5ｍ～10ｍ 10ｍ

3ｍ～5ｍ 5ｍ

津波警報 1ｍ～3ｍ 3ｍ 高い

津波注意報 20cm～1ｍ 1ｍ

利
用
者
の
利
便
性
向
上
に
向
け
て

番号 乗降指定場所 地区 １便 ２便

出発 大原台公園前 7:00 8:30

1 高山田消防庫前 高山田 7:04 8:34

2 新町お休み場 新　町 7:09 8:39

3 岩和田漁港入り口 岩和田 7:12 8:42

4 丸福豆腐店前 浜・須賀 7:16 8:46

5 御宿台ふれあい広場 御宿台 7:18 8:48

6 実谷消防庫前 実　谷 7:23 8:53

7 新久井青年館前 上布施 7:25 8:55

終点 いすみ医療センター 7:54 9:15
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◇消防フェアのおしらせ◇



海山交流海山交流いざ！

雪原へ

転んだ？休憩だよ！

さらに増えた　　
思い出の１ページ

天気も最高！

また会おうね！

　“海の子どもに雪国の生活を、雪国の子どもに太平洋の漁村の生活を”
　人間としての幅をひろげ、心のひろい人間をつくろうと言う願いで始まった「海と山の子交流」。その交流
が今年で38回目を迎え、１月３０日から２月１日までの3日間、「山の交流」が野沢温泉村で行われました。
　地域の方に支えられて続くこの交流は、親子の間で共有できるほど長く続くものとなり、今回の交流により
町と村との絆がまた一つ結ばれました。
　一つひとつ結ばれたこれまでの絆を大切にするとともに、新たに経験
した若い世代やこれまで経験した世代により絆が共有され、御宿町と野
沢温泉村との絆が更に強くなることを期待します。

　子どもたちの様子が少しでも伝わる様、三日間の様子を事務局の視点
でお伝えします。

海山交流　山の交流　スローガン ～輝く雪と　輝く笑顔　みんなで作る　冬の思い出～

　

野
沢
温
泉
村
中
学
校
に
到
着
す
る
と
、
生
徒

た
ち
や
保
護
者
、
村
の
皆
さ
ん
が
私
達
の
到
着

を
待
っ
て
い
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
校
舎
の
窓

か
ら
は
、
海
山
交
流
を
経
験
し
た
先
輩
た
ち
が

手
を
振
っ
て
温
か
く
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
久
し
ぶ
り
の
再
会
に
緊
張
し
つ

つ
も
、
バ
ス
を
降
り
る
と
早
速
雪
の
感
触
を
確
か

め
て
い
ま
し
た
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流

行
に
よ
り
、
当
初
予
定

さ
れ
て
い
た
茶
話
会
は
一

部
変
更
が
あ
り
ま
し
た

が
、
御
宿
中
学
校
の
生

徒
は
野
沢
温
泉
村
中
の

生
徒
が
漬
け
た
手
作
り

の
野
沢
菜
漬
を
頂
き
な

が
ら
、
村
の
説
明
を
生
徒
代
表
か
ら
聞
く
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
、そ
の
後
の
歓
迎
会
で
は
、

村
長
を
は
じ
め
、
皆
さ
ん
か
ら
温
か
い
歓
迎
の
言

葉
を
頂
き
ま
し
た
。

　

歓
迎
会
の
後
に
は
班
に
分
か
れ
て
の
村
内
散

策
。
散
策
の
途
中
で
は
、
地
元
の
方
か
ら
温
泉
ま

ん
じ
ゅ
う
や
温
泉
卵
が
振
る
舞
わ
れ
、
地
域
で
の

お
も
て
な
し
の
心
に
触
れ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

久
し
ぶ
り
の
再
会
に
緊
張
し
て
い
た
子
ど
も
た

ち
も
、
散
策
を
通
し
て
徐
々
に
打
ち
解
け
、
学

校
の
話
や
趣
味
の
話
で
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
朝
か
ら
快

晴
と
な
り
ま
し
た
。
い

よ
い
よ
ス
キ
ー
教
室
。

御
宿
が
来
る
と
雪
が
降

る
の
が
例
年
で
す
が
、

ま
さ
か
の
晴
天
に
野
沢

温
泉
村
の
方
た
ち
は

「
今
年
は
ど
う
し
て
し

ま
っ
た
の
か
。」
と
皆
が
驚
い
て
い
ま
し
た
。

　

天
気
が
良
い
の
で
、
ふ
も
と
の
「
日
陰
ゲ
レ

ン
デ
」
で
予
定
さ
れ
て
い
た
初
日
の
レ
ッ
ス
ン

を
変
更
し
、
ゴ
ン
ド
ラ
で
一
気
に
山
頂
付
近
の

「
上
の
平
ゲ
レ
ン
デ
」
ま
で
昇
り
ま
し
た
。
ゲ
レ

ン
デ
か
ら
は
美
し
い
雪
化
粧
の
山
々
と
日
本
海
、

さ
ら
に
は
佐
渡
島
ま
で
見
渡
す
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

　

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
丁
寧
な
指
導
と
野
沢

温
泉
村
中
の
生
徒
の
補
助
に
よ
り
、
ス
キ
ー
経

験
の
あ
る
生
徒
は
頂
上
か
ら
滑
り
降
り
、
初
心

者
だ
っ
た
他
の
生
徒
も
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
上

達
し
、
ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が
一
人
で
ス
キ
ー
を

楽
し
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
宿
で
の
心
の
こ
も
っ
た
お

も
て
な
し
を
受
け
、
お
い
し
い
山
の
幸
を
堪
能

し
ま
し
た
。
夜
の
外
湯
め
ぐ
り
や
土
産
店
で
の

地
元
の
方
と
の
ふ
れ
あ
い
は
と
て
も
楽
し
か
っ

た
よ
う
で
す
。

　朝から晴天の 3 日目、きらきら
と輝くゲレンデは本当に美しく、
御宿では決して見ることのできな
い様子が広がっていました。
　２日間のスキーレッスンと野沢
温泉村中の生徒の助けもあり、
最終的には全員が林間コースを
滑り降りることが出来ました。
　子ども達にとって交流３日間は
あっという間に過ぎ、やっと打ち
解けてきたところでお別れの時間
となってしまいました。
　生徒たちは、この 1 年間の交
流を通し、交流に携わる皆さん
の温かい心に触れ、改めて感謝
の気持ちの大切さを学ぶことが出
来きました。この貴重な体験は生
徒たち一人ひとりのすばらしい思
い出となり、心に刻まれたことと
思います。
　海と山の交流会は今回で３８
回を数え、町を代表する行事と
なっています。また、この行事は
御宿町と野沢温泉村の多くの方
に支えられて続いています。
　御宿町と野沢温泉村の生徒た
ちが、この「海と山の子交流」
をきっかけに、今後の町と村との
交流の架け橋になってくれること
を期待します。
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でお伝えします。

海山交流　山の交流　スローガン ～輝く雪と　輝く笑顔　みんなで作る　冬の思い出～

　

野
沢
温
泉
村
中
学
校
に
到
着
す
る
と
、
生
徒

た
ち
や
保
護
者
、
村
の
皆
さ
ん
が
私
達
の
到
着

を
待
っ
て
い
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
校
舎
の
窓

か
ら
は
、
海
山
交
流
を
経
験
し
た
先
輩
た
ち
が

手
を
振
っ
て
温
か
く
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
久
し
ぶ
り
の
再
会
に
緊
張
し
つ

つ
も
、
バ
ス
を
降
り
る
と
早
速
雪
の
感
触
を
確
か

め
て
い
ま
し
た
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流

行
に
よ
り
、
当
初
予
定

さ
れ
て
い
た
茶
話
会
は
一

部
変
更
が
あ
り
ま
し
た

が
、
御
宿
中
学
校
の
生

徒
は
野
沢
温
泉
村
中
の

生
徒
が
漬
け
た
手
作
り

の
野
沢
菜
漬
を
頂
き
な

が
ら
、
村
の
説
明
を
生
徒
代
表
か
ら
聞
く
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
、そ
の
後
の
歓
迎
会
で
は
、

村
長
を
は
じ
め
、
皆
さ
ん
か
ら
温
か
い
歓
迎
の
言

葉
を
頂
き
ま
し
た
。

　

歓
迎
会
の
後
に
は
班
に
分
か
れ
て
の
村
内
散

策
。
散
策
の
途
中
で
は
、
地
元
の
方
か
ら
温
泉
ま

ん
じ
ゅ
う
や
温
泉
卵
が
振
る
舞
わ
れ
、
地
域
で
の

お
も
て
な
し
の
心
に
触
れ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

久
し
ぶ
り
の
再
会
に
緊
張
し
て
い
た
子
ど
も
た

ち
も
、
散
策
を
通
し
て
徐
々
に
打
ち
解
け
、
学

校
の
話
や
趣
味
の
話
で
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
朝
か
ら
快

晴
と
な
り
ま
し
た
。
い

よ
い
よ
ス
キ
ー
教
室
。

御
宿
が
来
る
と
雪
が
降

る
の
が
例
年
で
す
が
、

ま
さ
か
の
晴
天
に
野
沢

温
泉
村
の
方
た
ち
は

「
今
年
は
ど
う
し
て
し

ま
っ
た
の
か
。」
と
皆
が
驚
い
て
い
ま
し
た
。

　

天
気
が
良
い
の
で
、
ふ
も
と
の
「
日
陰
ゲ
レ

ン
デ
」
で
予
定
さ
れ
て
い
た
初
日
の
レ
ッ
ス
ン

を
変
更
し
、
ゴ
ン
ド
ラ
で
一
気
に
山
頂
付
近
の

「
上
の
平
ゲ
レ
ン
デ
」
ま
で
昇
り
ま
し
た
。
ゲ
レ

ン
デ
か
ら
は
美
し
い
雪
化
粧
の
山
々
と
日
本
海
、

さ
ら
に
は
佐
渡
島
ま
で
見
渡
す
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

　

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
丁
寧
な
指
導
と
野
沢

温
泉
村
中
の
生
徒
の
補
助
に
よ
り
、
ス
キ
ー
経

験
の
あ
る
生
徒
は
頂
上
か
ら
滑
り
降
り
、
初
心

者
だ
っ
た
他
の
生
徒
も
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
上

達
し
、
ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が
一
人
で
ス
キ
ー
を

楽
し
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
宿
で
の
心
の
こ
も
っ
た
お

も
て
な
し
を
受
け
、
お
い
し
い
山
の
幸
を
堪
能

し
ま
し
た
。
夜
の
外
湯
め
ぐ
り
や
土
産
店
で
の

地
元
の
方
と
の
ふ
れ
あ
い
は
と
て
も
楽
し
か
っ

た
よ
う
で
す
。

　朝から晴天の 3 日目、きらきら
と輝くゲレンデは本当に美しく、
御宿では決して見ることのできな
い様子が広がっていました。
　２日間のスキーレッスンと野沢
温泉村中の生徒の助けもあり、
最終的には全員が林間コースを
滑り降りることが出来ました。
　子ども達にとって交流３日間は
あっという間に過ぎ、やっと打ち
解けてきたところでお別れの時間
となってしまいました。
　生徒たちは、この 1 年間の交
流を通し、交流に携わる皆さん
の温かい心に触れ、改めて感謝
の気持ちの大切さを学ぶことが出
来きました。この貴重な体験は生
徒たち一人ひとりのすばらしい思
い出となり、心に刻まれたことと
思います。
　海と山の交流会は今回で３８
回を数え、町を代表する行事と
なっています。また、この行事は
御宿町と野沢温泉村の多くの方
に支えられて続いています。
　御宿町と野沢温泉村の生徒た
ちが、この「海と山の子交流」
をきっかけに、今後の町と村との
交流の架け橋になってくれること
を期待します。
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ド
ン
・
ロ
ド
リ
ゴ
一
行
が
御
宿
か
ら
大
多
喜
城

ま
で
通
っ
た
歴
史
的
な
街
道
を
６
人
で
駆
け
抜
け

る「
夷
隅
郡
市
一
周
駅
伝
大
会
」（
ロ
ド
リ
ゴ
駅

伝
）
が
、
２
月
11
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

38
回
目
と
な
る
今
回
の
大
会
は
、
夷
隅
郡
市
を

中
心
に
45
チ
ー
ム
、
総
勢
２
７
０
名
が
参
加
。

　

春
の
訪
れ
を
感
じ
さ
せ
る
陽
ざ
し
の
中
、
そ
れ

ぞ
れ
が
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、
精
一
杯

の
力
で
タ
ス
キ
を
繋
ぎ
ま
し
た
。

　

チ
ー
ム
６
人
で
の
記
録
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
経
験

し
た
走
り
と
共
に
記
憶
に
刻
ま
れ
る
事
で
し
ょ
う
。

　

町
内
出
場
チ
ー
ム
の
結
果
は
表
の
と
お
り
で
す
。

　節分の豆まきが御宿・岩和田それぞれの保育所で２月１日
に行われ、鬼に扮した先生に向けて元気よく豆まきが行われ
ました。（写真：年長さんクラス）

　子どもたち一人ひとりが鬼のお面を作り、それをか
ぶっての記念撮影を行いました。
　子どもたちがデザインしたお面はとても個性にあふ
れ、どれもが違う表情をしていました。

　

千
葉
県
漁
業
士
会
勝
浦
支

部
に
よ
る「
漁
師
さ
ん
に
よ

る
料
理
教
室
」
が
１
月
19
日

に
町
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

当
日
は
御
宿
の
子
ど
も
た

ち
と
そ
の
保
護
者
７
組
17
名

が
参
加
し
、
タ
コ
飯
や
ゴ
マ

サ
バ
の
じ
や
じ
や
な
ど
を
調

理
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は

真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
調
理
し
、

一
緒
に
参
加
し
た
保
護
者
の

方
々
も
子
ど
も
た
ち
と
の
調

理
を
と
て
も
楽
し
そ
う
に
行

っ
て
い
ま
し
た
。

郷土の味に触れる
～漁師さんによる料理教室～

中学校男子の部
３位  御宿中学校
７位  御宿中学校Ｂ

中学校女子の部
５位  御宿中学校

区　間　賞
中学男子４区 渡辺　丈洋
中学男子６区 野村寿希也

一般の部
４位  御宿町陸上部
６位  志馳圑

９位  久保人
１０位  丸十水産
１３位  マケラーレン御宿
１４位  志馳圑７
１５位  Los amigos
１７位  チーム・ラビ
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町の自然あふれるトレイルコースを活かした大会が
２月３日に開催され、会場となった中央海岸は多くの参
加者で賑わっていました。
「おんじゅくオーシャントレイル１０マイルレース」と

題されたこの大会は今回が記念すべき第１回目。北は
東北・南は沖縄、13 歳から 74 歳までの参加者約６５０
名が御宿の自然の中を駆け抜けました。ゴール後には
町観光協会協力のもと、手作りの「するもん汁」が配
られ大好評。疲れたランナーの心と体を温めていました。

表彰 ◆第12回 読書週間コンクール◆
一般財団法人五倫文庫主催による第 12 回読書週間コンクールの表彰式が１月 20 日に公民館で

行われました。
このコンクールは、読書の楽しさを知ってもらうことを目的に、町内小・中学校を対象に作品を

募集。応募総数 415 点の中から審査の結果、以下の方々が各賞を受賞されましたので紹介します。

小学校の部 中学校の部

ポスターの部 ポスターの部

作文の部 作文の部

標語の部 標語の部

賞 学校名 学年 氏　名

五倫賞 布施小学校 ５年 川
かわ

　上
かみ

　瑠
る

　愛
あ

優秀賞
御宿小学校 ４年 武

たけ

　井
い

　雅
まさ

　稀
き

御宿小学校 ４年 磯
いそ

　野
の

　拓
たく

　海
み

奨励賞

御宿小学校 6年 祢
ね

　津
つ

　桃
もも

　子
こ

御宿小学校 ４年 関
せき

　　　昭
しょう

　太
た

御宿小学校 ４年 小
お

　川
がわ

　真
ま

　奈
な

賞 学年 氏　名

五倫賞 ３年 吉
よし

　野
の

　江
え り さ

梨沙

優秀賞
１年 米

よね

　本
もと

　ひかり
２年 大

おお

　野
の

　紗
さ お り

緒里

奨励賞

３年 齊
さい

　藤
とう

　亜
あ

　美
み

３年 吉
よし

　野
の

　　　碧
あおい

３年 池
いけ

　田
だ

　萌
も

　夏
か

賞 学校名 学年 氏　名

五倫賞 御宿小学校 ５年 吉
よし

　野
の

　将
まさ

　貴
き

優秀賞
布施小学校 ５年 川

かわ

　上
かみ

　瑠
る

　愛
あ

布施小学校 ６年 周
しゅう

　東
と

　む　う

奨励賞

御宿小学校 ５年 入
いり

　澤
さわ

　栞
か

　音
のん

御宿小学校 ４年 畑
はた

　　　優
ゆう

　心
しん

御宿小学校 ４年 樋
ひ

　口
ぐち

　優
ゆ

　未
み

賞 学年 氏　名

五倫賞 １年 殿
との

　城
き

　綾
あや

　香
か

優秀賞
３年 狩

こう

　野
の

　義
よし

　文
ふみ

２年 今
いま

　関
せき

　未
み

　来
く

奨励賞

１年 塩
しお

　入
いり

　琴
こと

　未
み

１年 髙
たか

　倉
くら

　凱
がい

　皇
おう

２年 髙
たか

　倉
くら

　暢
の の か

乃楓

賞 学校名 学年 氏　名

五倫賞 御宿小学校 ６年 長
なが

　崎
さき

　陽
はる

　大
と

優秀賞
布施小学校 ５年 吉

よし

　野
の

　真
ま

　央
お

布施小学校 ６年 渡
わた

　邉
なべ

　隼
はや

　斗
と

奨励賞

御宿小学校 ４年 吉
よし

　野
の

　さくら
御宿小学校 ６年 羽

はね

　田
だ

　英
え り か

里佳
御宿小学校 ６年 髙

たか

　野
の

　菜
な

　々
な

賞 学年 氏　名

五倫賞 １年 君
きみ

　塚
づか

　春
はる

　海
か

優秀賞
１年 米

よね

　本
もと

　ひかり
２年 山

やま

　口
ぐち

　龍
りゅう

　星
せい

奨励賞

２年 岩
いわ

　瀬
せ

　万
ま

　弓
ゆ

２年 関
せき

　　　さやか
３年 山

やま

　内
うち

　竜
たつ

　也
や

自然を活かした
賑
健康
わいを
とともに

おんじゅくオーシャントレイルレース
～おんじゅくDE元気～



フレッツ光を既にご利用の方はこちら
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光ブロードバンドサービス

「フレッツ光」お得なキャンペーンのお知らせ

町では、都市部とのデジタルデバイド解消のため平成 22年度に町内全域に光ファイバーを敷設し、
NTT東日本により光ブロードバンドサービス「フレッツ光」が提供されています。
NTT東日本において過去最大級の割引「思いっきり割」キャンペーンが開始されています。このキ
ャンペーンは戸建ての方であれば「にねん割」「フレッツ光メンバーズクラブ」の入会により毎月最大
1,785 円の割引適応が可能です。
NTT東日本千葉支店独自キャンペーンも以下のとおり行われています。
詳しくはNTT東本千葉支店までお問い合わせください。

【問い合わせ】NTT東日本マーケティング部門　千葉センター
　　　　　　℡0120-704-233（9：00～17：00　祝日・年末年始除く）

キャンぺーン 対象の方 特　典 申込期間

1 思いっきり割

フレッツ光をこれか
らご利用いただく方

フレッツ光を新規でお申込みで、戸建
てにお住いの方は月額 5,460円が実質
3,675円まで割引きになります。

4月 30日まで

2

フレッツ光・特定プ
ロバイダを申込みで、
タブレット端末をプ
レゼント

光 Iフレーム 2
定価 19,950円
⇒キャンペーン価格 4,980円

さらに、フレッツ光と一緒に光電話、
光 Iフレーム 2、WiFiルータ、リモー
トサービスに申し込まれると、商品券
7,000円相当がプレゼントされます。
光 Iフレーム 2と操作サポート講座が
実質無料となります。

キャンぺーン 対象の方 特　典 申込期間

お友達紹介キャンペーン フレッツ光を利用中
の方

フレッツ光をご利用中の方が、お知り合
い・友人にフレッツ光をお勧めし、申し
込があった場合、商品券もしくは QUO
カードを最大で 9,000円相当プレゼント

例 ：フレッツ光 5,000円
　　ひかり電話 2,000円

3月 31日まで

千葉支店独自施策
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　子どもの病気や怪我は突然起き、ご家族の方はとても不安になると思います。
　そこで、いざというときにあわてないためにも、急病時の対応や受診の目安を
ご紹介します。

こんな時どうする？
子どもの急病時の対応について

【熱が出たら】
・子どもは、大人よりも平熱が高いため、子どもの場合の発熱は３８℃以上を言います。
・熱でつらそうなときは、氷枕で頭や首を冷やしたり、タオルを巻いた氷のうや冷却シートでおで
こを冷やしたりしましょう。脇の下や股の付け根を氷のうで冷やしたりするのも効果的です。
・水分が充分に摂れず、おしっこがでない、顔色が悪い、元気がなくぐったりしている場合などは、
早めに医療機関を受診しましょう。また、インフルエンザも流行しているため注意しましょう。

【吐いたら ・下痢をしたら】
・機嫌がよく、元気のある時は、少しずつこまめに水分を摂らせましょう。
・吐いたものを誤

ごえん

嚥しないよう顔を横向きに向けます。
・ノロウイルス等感染性胃腸炎も流行しているため、吐いたものや便の処理には注意しましょう。
・繰り返し吐いたり、下痢が続く、水分が摂れない場合などは脱水を招く可能性がありますので、
早めに医療機関を受診しましょう。

【やけどをしたら】
・やけどをしてしまった場合には、水道水を流して十分に冷やしましょう。その際に、水ぶくれは
破らないように注意しましょう。
・やけどの部分が、白もしくは黒くなっている場合や、やけどの範囲が広い場合は、氷を入れた
ビニール袋や冷たいタオルで冷やしながら救急車を呼びましょう。

【こども急病電話相談】
急な病気で、受診した方が良いのか、様子をみても大丈夫なのか迷った
際に、看護師や小児科医が電話でアドバイスします。
・プッシュ回線の固定電話・携帯電話からは、局番なしの♯８０００
・ダイヤル回線、IP 電話、光電話や♯８０００をご利用いただけない方は☎ 043―242―9939
・相談時間：毎日　午後 7時から午後 10時まで

【問い合わせ】保健福祉課　保健事業班　☎６８－６７１７

2013.2



制服学校指定店（男子・女子）
・一宮商業高校　・大 原 高 校
・大多喜高校　・茂原樟陽高校
・勝浦若潮高校　・長 生 高 校
・茂 原 高 校 シャツ・ブラウス・ネクタイ

　ソックス等取り扱っております。

大原中央商店街通り
TEL.62－0 2 3 6
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県
立
農
業
大
学
校
で
は
県
内

で
農
業
に
取
り
組
も
う
と
し
て

い
る
方
を
対
象
に
、
基
礎
的
な

農
業
知
識
の
習
得
と
農
作
業
を

体
験
す
る
講
座
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。

▼
日
　
程

　

５
月
18
日
～
７
月
６
日
ま
で

の
各
土
曜
日　
（
全
８
回
）

▼
内
　
容

　

作
物
の
栽
培
過
程
の
体
験
・

観
察
等

▼
定
員
・
申
込
方
法

　

15
名

　

願
書
を
郵
送

　

３
月
18
日
～
４
月
５
日

（
必
着
）

▼
選
考
方
法

　

書
類
審
査

▼
受
講
料

　

無
料

（
傷
害
保
険
料
や
校
外
見
学
費

用
等
は
別
途
実
費
が
必
要
）

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ

〒
２
８
３
‐
０
０
０
１

　

東
金
市
家
之
子
１
０
５
９

県
立
農
業
大
学
校
農
業
研
修
科

℡
０
４
７
５
‐
５
２
‐
５
１
４
０

　

自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
現

在
の
登
録
に
基
づ
い
て
課
税
さ

れ
ま
す
。

　

自
動
車
を
譲
渡
し
た
時
や

住
所
を
変
更
し
た
と
き
な
ど
は
、

早
め
に
管
轄
の
運
輸
支
局
で
登

録
事
項
の
変
更
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

○
千
葉
運
輸
支
局

℡
０
５
０
‐５
５
４
０
‐
２
０
２
２

○
袖
ヶ
浦
自
動
車
検
査登

録
事
務
所

℡
０
５
０
‐５
５
４
０
‐
２
０
２
５

○
県
税
務
課

℡
０
４
３
‐
２
２
３
‐
２
１
１
６

　

深
い
海
の
中
は
、
人
が
直
接

近
づ
く
こ
と
が
難
し
い
た
め
、

水
深
わ
ず
か
数
百
メ
ー
ト
ル
の

場
所
に
住
む
生
き
物
の
こ
と
さ

え
よ
く
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

県
立
中
央
博
物
館
分
館　

海

の
博
物
館
で
は
、
そ
の
よ
う
な

生
き
も
の
た
ち
の
暮
ら
し
や
体

の
つ
く
り
、
人
と
の
関
わ
り
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

▼
日
　
時

　

５
月
６
日
ま
で

　

９
時
～
16
時
30
分

　

※
入
館
は
16
時
ま
で

▼
入
場
料

　

一　

般　
　

：
２
０
０
円

　

高
校
・
大
学
：
１
０
０
円

　

中
学
生
以
下
、

　

65
歳
以
上
：
無
料

▼
会
場
・
問
い
合
わ
せ

　

県
立
中
央
博
物
館
分
館

海
の
博
物
館

℡
０
４
７
０
‐
７
６
‐
１
１
３
３

2013.2

く
ら
し
の

く
ら
し
の

く
ら
し
の

情
報
情
報
INFORMATION

就
農
準
備
講
座
の
開
催

自
動
車
の
登
録
手
続
き
は

お
早
め
に

チ
ー
バ
く
ん
と
学
ぶ

深
い
海
に
暮
ら
す
生
き
物
た
ち



海山交流のメインだったスキー
皆さんスキーは得意ですか？
私は上手くは無いですが、好きなスポーツ

のひとつです。最近では板の短いファンスキ
ーを主に楽しんでいます。両手が空いて自由
なので撮影などが楽しめますよ。（井本）
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そ
の
味あ
じ

に
柚ゆ

ず子
一ひ
と
と
切き
れ

の
香か
を

り
か
な	

佐
野
志
保
子

来く

る
年と
し

の
想お
も

ひ
も
綴つ
づ

る
賀
状
か
な	

菊
池
　
武
夫

年
賀
状
人
と
の
絆
き
ず
なま
た
新あ
ら

た	

桜
谷
　
敬
蔵

大お
お
み
そ
か

晦
日
祖そ

ぼ母
の
寝ね
い
き息

に
安あ
ん
ど堵

す
る	

本
吉
美
絵
子

雪ゆ
き
み
の蓑
を
被か
ぶ

っ
て
並な
ら

ぶ
地じ
ぞ
う蔵
か
な	

澤
崎
　
幸
子

大お
お
き
た

北
風
の
吹ふ

き
て
海う
み

ま
で
猛た
け

り
立た

ち	

堺
　
　
陸
子

煤す
す
は
ら払

ふ
道ど
う
ぐ具

ば
か
り
が
手て

に
重お
も

し	

佐
藤
き
よ
み

母は
は
と
な
る
友と
も

の
多お
お

し
や
年
賀
状	

本
吉
　
　
愛

俳句愛好会【おんじゅく俳壇】
今月の兼題【賀

がじょう

状】

鰤ぶ
り
と
う
ら
い

到
来
母は
は

早は
や
ば
や々
と
出で

ば刃
を
研と

ぎ	

松
村
　
　
全

花は
な
こ
ば
ち

小
鉢
並な
ら
ぶ
ベ
ラ
ン
ダ
冬ふ
ゆ
ひ
よ
り

日
和	

金
子
　
澄
子

草く
さ

む
ら
に
そ
っ
と
放は
な

し
て
枯
か
れ
と
う
ろ
う

蟷
螂	

大
曽
根
利
枝

年
賀
状
堂ど
う
ど
う々
と
あ
る
巳み

の
一い
ち
じ字	

小
野
　
　
子

一ひ
と

と
筆ふ
で

の
賀
状
で
宜よ
ろ

し
元げ
ん
き気

な
ら	

岡
本
　
俊
康

会あ

ひ
た
し
と
添そ
え
が書
き
に
あ
る
一い
ち

賀
状	

鶴
岡
と
く
路

◎
蟷
螂
＝
か
ま
き
り

◎
巳
＝
蛇
年

◎
大
北
風
＝
俳
句
で
は
お・
・
・
・

お
き
た
と
読
み
ま
す
（
冬
）

　
（
お
ん
じ
ゅ
く
俳
句
愛
好
会
）

人の動き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■7,988人（－11）　男 3,797人  女  4,191人
　世帯数 3,587 （平成25年1月31日）
※住民基本台帳人口数
★外国人登録法が改正され住民基本台帳人口数に

加わりました。

御宿分署の出動状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■火災件数 0　救急件数 46（平成25年1月中）
　御宿分署　☎80－0136

交通事故発生状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■発生件数 2　死者数 0　負傷者数 2
　（平成25年1月1日～1月30日現在）

町民バス利用状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■乗車人数 131人（平成25年1月中）

ダムの貯水状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■有効貯水量558,000㎥　有効貯水率96.4%
　（平成25年2月1日現在）

町浄水場の水質検査結果　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■放射性セシウム　
　平成25年1月16日 採水の検査結果「不検出」
　※検査開始から不検出が続いているため月1回の検査となりました。

慶弔（ 平成25年1月届出 ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■出生 1　死亡 14

2013.2

編 集 記後
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タウンカレンダー

(保健)⇒町保健センター　（BG）⇒町B&G海洋センター　（御保）⇒御宿保育所　（御児）⇒御宿児童館

日 月 火 水 木 金 土

○健康運動教室
　14：00～（B&G）

○駅から
ハイキング

○御宿町農業
委員会一般選挙

○物産キャンペーン
（千葉そごう）

○中房総グルメ
サイクリング○御宿小学校

卒業式
○健康運動教室
　14：00～（B&G）

○乳児相談
13:30～15:00

（保健）
○御宿中学校

卒業式

○健康運動教室
　14：00～（B&G）

○子育て相談
10:00～11:30

（御児）

○布施小学校
卒業式

○千葉県
知事選挙

○サンデー
オープン

○町民清掃

○健康運動教室
　14：00～（B&G）

○保育所修了式
9:30～（御保）

3月　弥生

○確定申告
受付終了

21

15

22

7 8 9

14

21

6

13

20 春分の日

5

12

19

25 26 27 28 29 30

4

11

18

3

10

17

24

31

16

23

2013.2

　町では自主的な収入の確保に努めるため、広報紙等へ広告欄を設けております。
　お店のPRやキャンペーン告知、求人募集など幅広くご利用いただければと思います。

○広報御宿（月に１回発行する広報紙：町内への全戸配布及び電子版のホームページ掲載）
○大きさ：1枠 縦4.5㎝×横8.5㎝（縦2枠、横２枠も可能）
○料　金：１枠月額　町内業者7,500円、　町外業者9,000円
　　　　　※6ヶ月分を申し込み頂くと1回当たり500円を減額します｡
　　　　　※町外利用者で 12回利用し、引き続き利用する場合又は利用回数が 18回を超える

場合については、町内の掲載料金へ減額します。
【申込・問い合わせ】　企画財政課　Tel　0470－68－2512

広報紙掲載広告の募集


